
取 扱 説 明 書
保 証 書 付 き

ジャンプスターター

JA820 /JN820-S シリーズ



イントロダクション

この度はJAPAN AVE.製ジャンプスターターをお買い求めいただき誠にありが
とうございます。本製品は、6000CC以下、12Vの車両のみにお使いいただけま
す。ご使用前には必ず本マニュアルをお読みいただき、正しい使用方法でご使用
ください。お問い合わせは各種公式ホームページのお問い合わせ窓口までお問い
合わせください。

安全とメンテナンス

必ずご使用前にこの注意事項を読み、正しく使用してください。 

本体の分解や修理・改造をしないでください。部品破損・故障の恐れがあり、保
証の対象外となります。 
磁気の強い場所には置かないでください。パーツの損傷となり、製品が正常に
動作しない原因となる可能性があります。
本製品は防水ではありません。ショートによるバッテリーの熱、変形、爆発によ
る損傷を避けるため、濡れた状態に置かないでください。
子どもには使用させないでください。
車内に保管する際は固定してから置いてください。
完全に使用しない場合は、少なくとも6か月ごとに充電してください。バッテ
リーの寿命が長くなるため、3か月ごとに充電することがおすすめです。
バッテリーの爆発を防ぐため、火の中に投げ込まないでください。
爆発や汚染を避けるために、壊れた製品は一般ゴミとして捨てないでください。

付属品

ジャンプスターター ×1
スマートバッテリーケーブル ×1
充電ケーブル(USB A to C) ×1
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高耐性バッグ ×1
日本語説明書 ×1
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各部の名称と機能
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注意事項

本製品はリチウムポリマー電池が含まれています。非常用電源として使用され
ますが、カーバッテリーの代わりには使用できません。 本製品を廃棄の際は、
各地域の規制を遵守してください。
ジャンプスタート機能を使用するときは、正極と負極が接触しないようにして
ください。火花が発生し、製品が短絡する可能性があります。
車のバッテリー電圧が3V未満の場合は、ジャンプスタート機能が無効になり
ます。
本製品を保護するため、またはバッテリー寿命を延ばすために、ジャンプス
ターターのバッテリー容量は常に70%以上があることを確認上、ジャンプス
タートしてください。
-20°C～60°Cの温度で操作してください。

●

●

●

●

●

ON/OFF ボタン
Type-C入力 (本体充電用)
5V/3A-9V/2A-12V/1.5A
QC3.0出力
5V/3A-9V/2A-12V/1.5A
5V/2.4A
LCD 液晶画面
EC5出力/ダストカバー
コンパス
パワーボタン
LEDライト

①
②

③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

ON  OFF

⑧

⑦⑨

⑤

②④ ⑥③①
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仕様

製品ライフサイクル
電流
USB出力
Type-C入力
本体の充電時間
LEDライト
動作温度
保管温度

>1000回
ピーク電流2500A, 定格電流1500A 
QC3.0 5V/3A-9V/2A-12V/1.5A｜5V/2.4A
10W
USB Type-C入力から充電 : 4～4.5時間
ホワイト（消費電力1W）
-20°C～60°C
-20°C～60°C

デバイスの充電方法

電源のオン／オフ

LED ライトモード

⑧のパワーボタン     を3秒間長押しするとLEDライトがつきます。もう一度パ
ワーボタン     を3秒間長押しするとLEDライトがオフになります。 LEDライト
を使う際は、パワーボタン     を押して各種モードに変更できます。(LEDモード:
点灯、点滅、SOS)

ご使用の前に①のON/OFFボタンのONを押して電源を入れてください。電源が
ONの状態でパワーボタンを押すと、LED液晶画面でバッテリー残量が示します。
ご使用にならない時は、ON/OFFボタンで完全に本製品をオフしてください。

⑧パワーボタン     を押した後、付属しているUSB Type-C端子を製品ディスプ
レイ上部のUSB-Cポートに差し込みいただき、Type-A側をコンセントなどの電
力供給可能なポートに差し込みいただくと本体の充電が可能になります。
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ジャンプスターター方法

本製品は、6000CC以下、12Vの車両のみ使用してください。バッテ リーの定格
電圧が異なる車両をジャンプスタートしないでください。 車両がすぐに始動しな
い場合は、本製品が冷えるまで1分お待ちください。製品が損傷する可能性があ
るため、3回連続で車両を再始動しないでください。他の原因で再始動できない
可能性があるので、車両を確認してください。

付属のケーブルを本製品の⑥EC5ポート
に接続してください。

1. 

赤いクランプをバッテリーの正極(+)に接
続します。黒のクランプをバッテリーの負
極(-)に固定します。

2. 

1分内にイグニッションキーを回してエン
ジンを始動してください 。1分内に実行し
ない場合は、スマートブースターケーブル
の出力が自動的に切れるため、リセットす
る必要があります。

3. 

エンジンが始動したら、すぐに本製品と車
側のバッテリーからスマートブースター
ケーブルのクランプを取り外してください。

4. 

操作手順

ON  OFF

赤 黒

次ページに続きます →
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強制スタートボタン

電圧率 : 12V   開始電流 : 600A
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ケーブルの LED ライトインジケーター

スマートブースターケーブルの過電流保護システム

青いライトが点滅 : スタンバイ状態です。
青いライトが点灯 : 
本製品と車側のバッテリーの接続が完了し、車のジャンプスタートができます。
赤いライトが点滅し、ブーと音が出る : 
製品本体のバッテリー容量が少ないため、充電する必要があります。
赤いライトが点灯し、ブーと音が出る : 
(a)短絡、(b)過電流、(c)過熱、(d)過電圧、(e)逆接続の可能性がありますので、
出力が切断されます。付属のスマートブースターケーブルを製品と車側のバッ
テリーから外して正しく接続し直してください。

●

●

●

●

ご注意

青いライトが点灯している:本製品が作動中、感電を防ぐ
ためにクランプをバッテリーから外さないでください。 
取り外し時は、最初にジャンプスタートケーブルを本体か
ら取り外して、その後に車側のバッテリーからクランプを
取り外してください。

●

●
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本製品の充電機能について

製品への充電 : Type-C入力ポート（10W） で本体を充電可能です。Type-Cか
らスマホ充電など出力はできませんのでご注意ください。

５つの安全保護機能

バッテリー上がりの際の手順

ブースターケーブルの+-を間違えて逆接続しますと危険性があるため、全ての接
続が正しいか確認した後に電源を入れるようにお願いいたします。

ジャンプスターターの充電量を確認する
ジャンプケーブルを車のバッテリーにつなぐ
ジャンプケーブルをスターター本体と接続する
スターター本体の電源をONにする
エンジンをスタートする(1分以内)
完了後、スターター本体の電源OFF
ジャンプケーブルを本体のソケットから抜く
ジャンプケーブルをバッテリーから外す

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
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短絡保護 逆充電保護 過電流保護

逆極性保護 低電圧保護

注意点
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USB充電器の充電出力が5V/1Aなど遅い場合、本体への充電に２倍以上の時間
がかかってしまいますのでご注意ください。高速充電には10W以上の出力に対応
したUSB充電器と充電ケーブルをご使用ください。

注意点
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保 証 書

保 障 規 定

お客様各位

お買い上げ日

購入店

注文番号

お名前

ご住所、電話番号

この度は本製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。 お客様に本製品
を正しくご使用いただいた状態で、自然故障した場合には、保証書規定に記載された期間
であれば、修理・交換対応をさせていただきます。

万が一保証書を紛失した場合であっても、通販サイト経由で購入されたお客様の場合 ①
購入店舗と ②注文番号がお分かりになれば保証対応が可能です。（注文履歴画面で確認
可能です）
実店舗で購入されたお客様は納品書または領収書（レシート）を必ずお控えください。（納
品書または領収書はスマホで撮影した画像でも保証を受け付けております）

(1) 保証期間はご購入日から2年間とします。
(2) 商品本体部分のみが保証対象とし、付属品は対象外となります。 
(3) 次の場合は保証期間内であっても、有償修理となります。
 ・使用上の誤り、または不当な修理や改造による故障や損傷
 ・保管上もしくは手入れの不備などによる故障や損傷


